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研究成果の概要（和文）：乾燥地域に位置するアラブ社会は，限られた資源状況の極限にある。したがって，そ
れは「持続可能性」の原理を検討するのに格好な場所である。本研究は水稀少性社会のいくつかを事例研究の対
象として取り上げ，灌漑耕作慣行を中心に，そこでの共生原理を、水資源の分配に焦点を当てて現地調査を行
い、学際的に明らかにすることを目的とした。主な研究対象地域は、エジプトの西部砂漠オアシス，チュニジア
南部オアシスの村落、天水に農業用水を依存するヨルダン北部農村である。これらの研究対象地域・村におい
て、本研究は日本人研究者とエジプト・チュニジア・ヨルダン研究協力機関・研究者との学際的な共同研究を組
織した。

研究成果の概要（英文）：Arab societies located in the arid region is an appropriate area for the 
examination of 'sustainability'. This research project aimed to study the coexistence between 
humans, and between human being and nature by the field research focusing on the water distribution,
 and by organizing an international and inter-disciplinary research team. Main fields of research 
are the oases in the Western Desert in Egypt, the oases in the southern Tunisia, a village in the 
Northern Jordan for comparison. 

研究分野：中東地域研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1) 「アラブの春」 
 アラブ諸国では，多くの途上国と同様に，
1990 年代以後，国際援助機関の要請と経済
統制や過剰な規制による資源配分の歪みを
もたらしたとの反省から地方分権化が進め
られ，供給される開発手段の受け皿や参加の
場としての地域社会が重要視されるように
なった。 
 しかし，「アラブの春」という世界史的な
出来事が起きたことが示すように，地方分権
化は不十分なままにとどまった。むしろ，
1990 年代以降のグローバル化のなかで，国
家による統制が強められてきた。その弊害が，
地域間，都市―農村間格差の拡大や貧困状況，
居住環境の悪化などの社会問題の深刻化で
ある。 
 
(2) 新たな社会モデルの必要性 
「アラブの春」後，レンティア経済を脱し，
社会的公正を実現するための新たな社会モ
デルがアラブ諸国では求められているが，そ
れにはアラブ域内，国家レベルのみならず，
地域社会レベルに下りて資源分配のメカニ
ズムの解明が必要である。地域社会は，人々
が具体的な生活を営む場であり，そこでの資
源管理が人々の生活に直接に影響するから
である。 

 
(3) 先行研究 
アラブ地域に関して，地域社会を対象にし
た社会経済的な実証研究は行われていない。
これまでに国際援助機関によりアラブ諸国
で実施された調査は貧困層の特定化といっ
た政策論的な関心に基づいた全国規模の標
本調査であり，コミュニティレベルの精緻な
分析に耐えうるミクロデータの収集がなさ
れてこなかったからである。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 目的 
 「持続可能性」は 21 世紀の世界を読み解
く鍵概念の一つである。つまり，限られた資
源状況と増え続ける人口のなか，いかに平和
で安定した人間社会を作り出すかのデザイ
ンとアイデアが問われている。 
ところで，オアシス地方などのアラブ水稀
少社会は，限られた資源状況の極限にある。
したがって，それは「持続可能性」の原理を
検討するのに格好な場所である。本研究は水
稀少性社会のいくつかを事例研究の対象と
して取り上げ，灌漑耕作慣行を中心に，そこ
での共生原理を、水資源の分配に焦点を当て
て現地調査を行い、学際的に明らかにするこ
とを目的とした。 
 
(2) 研究対象地域 
研究対象地域は、エジプトのナイル川流域

と西部砂漠オアシス，チュニジア南部オアシ
スの村落であり、これまで個別に行ってきた
事例研究地域・村である。また，他のアラブ
地域との比較のため，天水に農業用水を依存
するヨルダン北部農村も事例研究の対象と
した。 

 
３．研究の方法 
(1) 学際的・国際的な共同研究 
 本研究は，エジプトのダハラオアシスおよ
び下・中・上エジプト３村，チュニジアのケ
ビリ地域２村，ヨルダン・イルビド１村を研
究対象地とし，日本人研究者（研究代表者と
分担者計５人）とエジプト・チュニジア・ヨ
ルダン研究協力機関・研究者との学際的な共
同研究として行われた。 
 
(2) 研究作業 
①灌漑・耕地デジタル地図の作成，②水資源
管理体制の把握，③灌漑耕作慣行調査，④農
家調査，⑤衛星データの収集と解析，⑥現場
観測による農業と水利用に関わるデータ収
集と調査を行った。 
 
４．研究成果 
 ４年間の主な研究成果を国によってわけ
ると、以下のとおりである。 
 
(1) チュニジア 
 2013 年から 2014・2015 年度にかけて、チ
ュニジア農業省ケビッリ県支部の協力を得
て、ケビッリ・オアシス群の農家 300 世帯を
対象に農家調査を実施した。また、補足調査
を 2015 年に実施し、ナツメヤシを中心とし
たオアシス農家の水利耕作に関する情報・デ
ータ収集に務めた。研究成果の一部は、（図
書）Iwasaki and Kashiwagi (2015)などにま
とめたほか、Iwasaki and Kashiwagi (2013)
などで発表した。 
 
(2) ヨルダン北部 
 ヨルダン北部は地中海性気候の山岳地帯
であり、オリーブを中心とした天水農業が営
まれている。この地域の調査村（イルビド県
カフル・マー村）において集中的な調査を行
い、村の水利用と社会構造について研究を進
めてきた。研究成果の一部は、（図書）加藤
他（2017）にまとめた。 
 
(3) エジプト 
 エジプトに関しては、西部砂漠（リビア砂
漠）のダハラ・オアシスにおいて研究が期待
以上に進展した。とりわけダハラ・オアシス
のラシュダ村については、優秀なインフォー
マントに恵まれたおかげもあり、水利耕作慣
行の研究が飛躍的に進んだ。 
 
①実験圃場 
 ラシュダ村の第三灌漑区域(Bir 3)におい
て実験圃場を設置し、気象・土壌湿度・灌漑



水量等の観測を実施してきた。また、夏と春
に定期的に現地調査を行い、井戸からの揚水
した水の分配システムの把握を行ってきた。
これらの調査結果の一部は、福田他（2015）、
王他(2016)のほか、2016 年国際農業気象学会
(International Symposium on Agricultural 
Meteorology (ISAM 2016))（岡山大学）におい
て特別セッション “Study of 'Sustainable' 
Development in the Water-Scarce Society - Case 
of a Village in the Western Desert (Egypt)”を組
織し、Fukuda et al (2016)や Kimura (2016)
として発表した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 エジプト西部砂漠ラシュダ村の実験圃場 
 
②衛星画像・GIS による空間変化分析 
 エジプトの国立リモートセンシング空間
科学研究所に所属する現地の共同研究者と
ともに衛星画像の解析および水路デジタル
地図作成を行い、土地利用の変化を分析した。
その分析結果の一部は Kato et al. (2013), 
Kato et al.(2014), Kimura et al.(2015)に
まとめたほか、Kato et al.(2013)などとし
て発表した。 
 
③農家調査・聞き取り調査 
 ラシュダ村において水の管理体制、農家の
社会経済状況、耕作慣行について現地調査を
進め、その成果は Kato, H. and Iwasaki, E. 
Rashda The Birth and Growth of an Egyptian 
Oasis Village, Brill (2016)にまとめることがで
きた。 
 
④農民の水意識 
 上記ラシュダ村における研究成果を現地
農民に説明することで社会還元するととも
に、農民に水管理・灌漑における問題をヒア
リングする機会を 2016 年 3 月にラシュダ村
の村役場の協力を得て設けた。 
 その結果、我々の予想を裏切るいくつかの
興味深い事実が浮かび上がった。それは、現
地の農民や村役場・灌漑当局関係者ともに、
将来の水資源に関して楽観的な見解をもっ
ていることである。化石水に依存する以上、
使用可能な水量は減少し、使い続ければいつ
かは枯渇する。しかし、農民の見解では、地
下水位が低下すればさらに深く井戸を掘削
しポンプで揚水すればよい、つまり技術の問

題として水問題を捉えていた。実際に水を利
用する農民の水意識は水資源を考えるうえ
で極めて重要であり、より詳細に調査研究を
進める必要があることが今後の大きな課題
として残された。 
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